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開    会 

 

〔開会  午前１０時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）９月議会定例会の開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し

上げます。 

今年は、例年とは早い梅雨明けとなりましたが、全国的には、７月に静岡県熱

海市で豪雨による土石流災害が発生し、８月には、各地において前線の停滞によ

る河川の氾濫、土砂災害が発生をしました。 

また、福井県においても、豪雨により多くの市町で土砂災害警戒情報などが出

され、土砂崩れが発生するなど被災をされた地域もありましたが、幸いなことに

南越前町においては、大きな被害等はありませんでした。 

被災をされました方々に心からお見舞いを申し上げるとともに、犠牲となられ

ました方々とご遺族の皆様に対し、謹んでお悔やみを申し上げます。 

さて、９月ともなれば収穫の秋です。町内においても、黄金色に実った田んぼ

で稲刈りをされている農家の方々が見られるようになりました。 

今年は、８月の長雨により日照不足や病害虫の心配がありましたが、本年の作

況はやや良との予想が出ており、今年も良質でおいしいお米が収穫できるよう期

待をいたしております。 

また、秋といえば、各集落において秋祭りなどのイベントが行われますが、昨

年に引き続き、今年も新型コロナウイルス感染症によりまして、残念ながらお祭

りの中止など、集落の伝統的な行事が継続できない状況でございます。 

さらに、７月以降の県外由来による感染、変異ウイルスであるデルタ株による

感染の増加により、県独自の緊急事態宣言が発出されており、県外への往来自

粛、中止や会話時のマスクの着用、マスク会食の徹底など、日常生活に対する厳

しい制約が続いております。 

このような中、飲食店の関係者の皆様におかれましては、県からの営業時間の

短縮など、感染の拡大防止対策に対しご尽力いただいておりますことに感謝を申

し上げたいと存じます。 

議会といたしましても、行政が行う災害への対策や対応、新型コロナウイルス

感染防止対策などに対し全力で支援してまいりますので、町長をはじめ、職員の

皆さんにはご苦労をおかけしますが、ご尽力をいただきますようお願いを申し上

げます。 
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さて、今期９月定例会では、各会計補正予算や令和２年度決算認定、条例の制

定や改正などの重要な案件が多くありますので、議員各位におかれましては、慎

重審議いただきますようお願い申し上げまして、ごあいさつといたします。 

ただいまより、令和３年９月南越前町議会定例会を開会いたします。本日の出

席議員数は１４名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 

〔午前１０時０５分〕 

                        

会議録署名議員の指名 

 

○議長（秋田重敏君）本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

これより、日程に入ります。日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議

録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、８番 加藤伊平

君、９番 井上利治君を指名いたします。 

 

                           

会 期 の 決 定 

 

○議長（秋田重敏君）日程第２ 会期の決定を議題といたします。お諮りい

たします。本定例会の会期につきましては、去る８月６日と９月３日に議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので議会運営委員長の報告を求めま

す。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）議会運営委員長 １４番 丸岡 武司君。 

 

○１４番（丸岡武司君）それでは、議会運営委員会の報告をさせていただきま

す。令和３年９月定例会の運営につきまして、去る８月６日及び９月３日に正副

議長出席のもと議会運営委員会を開催いたしました。当委員会で協議し、決定い

たしました結果につきまして、ご報告いたします。会期につきましては、本日よ

り１７日までの８日間といたします。議会日程につきましては、お手元にお配り

いたしました日程表のとおりであります。 

議員各位のご賛同とご協力をお願い申し上げまして、議会運営委員会の報告と

いたします。以上です。 
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○議長（秋田重敏君）お諮りいたします。ただいまの丸岡委員長の報告のと

おり、本定例会の会期を本日から１７日までの８日間としたいと思います。

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から１７日までの８日間とすることに決

定しました。 

                        

諸 般 の 報 告 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第３ 諸般の報告を行います。６月議会定

例会以降に開催されました会議等については、お手元に配付してあります

「諸報告」のとおりです。 

次に、監査委員から送付されました「例月出納検査の結果」につきまして

は、お手元に写しを配付してありますのでご覧願います。 

なお、本日までに受理した請願・陳情等は、お手元に配付した受付一覧の

とおりでございます。 

これで、諸般の報告を終わります。 

                      

議 案 の 上 程 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第４ 議案第６４号 令和３年度南越前町一般会

計補正予算（第４号）から日程第２０ 議案第８０号 財産の取得についてまで

の１７議案を一括して議題といたします。 

                            

提 案 理 由 の 説 明 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長より、提案理由の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ声あり〕 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

           〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 
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○町長（岩倉光弘君）本日ここに令和３年９月定例議会を招集申し上げましたと

ころ、議員各位におかれましては、大変お忙しい中、ご出席をいただきまして、誠

にありがとうございます。 

 はじめに、もはや“災害”ともいえる未曽有の感染拡大となりました新型コロナ

ウイルス感染症の感染者は増え続けまして、国内の医療体制は危機的状況にあり

ます。これまでに国内感染者は１６０万人を超え、死亡者も１万６千人に上り、８

月２１日には４３都道府県で新規感染者数がステージ４相当になったと厚生労働

省が明らかにいたしております。福井県に隣接するすべての府県に緊急事態宣言

もしくは、まん延防止等重点措置が適用されております。 

福井県も８月６日に４回目となる県独自の緊急事態宣言を発出しまして、感染

予防、感染拡大防止の徹底に加えまして、８月１１日から９月１２日までの間は、

飲食店に対する営業の時短要請や酒類の提供禁止の協力を要請したところありま

す。 

しかしながら、現在までに県内では２，７００人以上の感染者が報告されてお

ります。特に隣接する越前市の企業で大規模なクラスターが発生をいたしまして、

本町への影響を危惧しているところであります。 

本町のワクチン接種の状況でありますけれども、現在までに８，０９７名の方

が１回目の接種が終了いたしております。第２回目の接種が終了された方は、７，

３７６名で、対象者の７８．６６％が２回目の接種を終えております。 

町では、７月下旬にさらに１６歳から６４歳までの未接種の皆さまには改めて

再通知をさせていただきました。そして、感染拡大予防へのご協力を促したとこ

ろであります。これ以上の感染拡大を抑止するために、改めて町民の皆さまの深

いご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

なお、福井県は９月１３日から９月３０日まで、特別警報に切り替えたところ

であります。 

 また、一方、８月上旬から中旬にかけまして日本列島に停滞した前線の影響に

よる豪雨によりまして、西日本を中心に甚大な被害が発生をいたしました。本町

におきましても、８月１３日から１５日の早朝にかけ降り続いた総雨量が２００

mm近い大雨によりまして、８月１４日に町内の一部の地域に土砂災害警戒情報が

発令されまして、対象地区に避難所を開設いたしまして、自主的な避難を呼び掛

けたところであります。 

今後も災害が予測される場合は、最大限の情報収集に努めまして、関係機関と

の連絡調整を図り、速やかな避難を促すなど住民の生命・財産を守っていきたい

と思います。 
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このような中、７月には東京オリンピック２０２０が、また８月には東京パラ

リンピック２０２０がそれぞれ開幕し、日本中に感動と勇気を与えてくれました。 

それぞれ無観客開催というコロナ禍の中での異例の大会となりましたが、開催に

あたりご尽力されたすべての関係者に敬意と感謝を申し上げます。 

そして、東京オリンピックにフェンシング日本代表として出場いたしました本

町出身の青木千佳さんが、女子サーブル団体において見事５位入賞を果たしまし

て、先月２０日に凱旋され、喜びのご報告を受けたところであります。 

 次に、令和３年度の主要事業の進捗についてご報告いたします。 

南条ＳＡ周辺地域振興施設整備事業につきましては、本体工事も順調に推移を

いたしております。現在、内装工事を進めております。そのほかの駐車場や公園の

工事も９月末に完了する予定であり、町民の皆さまに限定した内覧会を１０月の

４日に開催し、１０月８日にオープニングセレモニーを挙行する予定であります。 

一方、上平吹橋の橋梁工事でありますが、現在、舗装や防護柵の工事を施工中で

ありまして、平成２６年度に着手以来８年を経て１１月１８日に開通いたします。 

鯖波工業団地の拡張事業でありますけれども、６月に団地２区画の造成工事の

ほか、調整池や上水道の工事にも着手いたしまして、令和４年３月中旬に完成の

予定であります。 

統合中学校の開校準備事業でありますけれども、校舎改修工事やスクールバス

専用道路整備工事に着手するとともに、３つの中学校の閉校に向けた準備を進め

ております。 

東大道の分譲団地事業につきましては、令和４年２月の募集開始に向けまして

現在測量、設計中であります。分譲区画数は１０区画で、分譲価格は一坪あたり８

３，０００円を予定しております。 

花はす公園のリニューアル事業でありますけれども、公園内のバリアフリー化

を進めるために、木橋や舗装の整備に加えまして、便所の改修工事を進めており

ます。 

そのほか、本年度に計画しました各事業につきましても概ね順調に推移してい

るところであります。以上、上半期の主要事業の進捗状況についてご説明を申し

上げました。 

 この秋には衆議院議員総選挙が執行され、新型コロナウイルス感染症により混

迷する日本社会の行く末を決める大変重要な選挙になります。 

町民の皆さま方には、国政に一人ひとりの思いを伝える貴重な機会を活かして

いただきたいと思います。 

そして、改めて新型コロナウイルス感染症対策に日夜取り組んでおられます医
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療関係者の皆さまをはじめ、感染拡大抑止のために時短営業や、酒類の提供禁止

にご協力いただいております飲食店等を経営されている事業者の皆さまに重ねて

感謝を申し上げたいと思います。 

町政の抱える人口減少・少子高齢化の抑止、地域の活性化施策の推進など、山積

する課題の解決に誠心誠意に取り組みまして、住民福祉の向上と町の発展に尽力

する所存であります。 

議員各位をはじめ、町民の皆さま方の一層のご理解ご協力をよろしくお願い申

し上げます。  

それでは、９月定例議会に提案しました各議案の概要につきまして、ご説明を

申し上げます。 

提案いたしました議案は、補正予算に関するものが７件、決算認定に関するも

のが２件、条例の一部改正に関するものが２件、条例の制定に関するものが１件、

公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更に関するものが１件、工事請負変更

契約の締結に関するものが３件、財産の取得に関するものが１件の合計１７件で

あります。 

 最初に、議案第６４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第４号）であり

ますが、予算現額に７，９４９万７千円を追加し、予算総額を９１億２，６５７万

２千円にいたそうとするものであります。 

 また、地方債補正では、緊急自然災害防止対策事業で限度額２３０万円、スクー

ルバス整備事業で限度額３７０万円をそれぞれ追加し、鳥獣害対策事業で限度額

を変更するものであります。 

歳出の主なものは、総務費では、例規整備支援業務委託に１５９万４千円、庁舎

フロア等改修整備事業に６２６万７千円、庁舎換気扇フィルター等取替修繕工事

に１２２万１千円、地域団体活動再起支援事業補助金に２７０万円、避難所用Wi

－Fi機器購入事業に４３２万３千円、災害時自動ラップ式トイレ購入に６１６万

２千円、マイナンバーカード取得促進事業に３１７万４千円の追加。 

民生費では、南条保健福祉センターWi－Fi設備設置工事に４４５万５千円、令

和２年度子育て世帯への臨時特別給付事務費補助金返還金に１２７万３千円、保

育所等ＩＣＴ化設備整備事業に１１４万２千円の追加。 

衛生費では、新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業に１，２０５万４千

円の追加。 

農林水産業費では、県単小規模土地改良事業に４６０万円、農業集落排水特別

会計繰出金に４５０万７千円、鳥獣害対策協議会補助金に１０５万５千円の追加。 

商工費では、鯖波工業団地拡張整備事業測量等業務委託に１１３万３千円の追
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加。観光スポット訪問促進事業の事業見送りで９９８万８千円、産業物産フェア、

今庄そばまつり、街道浪漫今庄宿などのイベント中止に伴う経費で２，３９２万

５千円の減額。花はす温泉そまやまWi－Fi設備設置工事に６３２万５千円、今庄

サイクリングターミナルWi－Fi設備設置工事に７７０万円の追加。 

土木費では、除排雪機械整備事業補助金で３００万円の減額。砂防指定地およ

び急傾斜地申請業務委託に２００万円、下水道特別会計繰出金に２８２万３千円

の追加。 

 教育費では、スクールバス購入事業に１，９０６万６千円、今庄宿重要伝統的建

造物群保存地区選定記念事業に６２２万１千円、南条文化会館Wi－Fi設備設置工

事に４０１万５千円、南条勤労者体育センタートイレ改修工事に２１６万円の追

加。 

 災害復旧費では、町道河野大良線災害復旧測量設計業務委託に２８０万円の追

加等であります。 

 歳入の主なものは、国庫支出金では、新型コロナウイルスワクチン接種対策費

国庫負担金として１，０４１万４千円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金として４，７９８万円の追加。新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費国庫補助金で９０２万６千円の減額。社会資本整備総合交付金として 

１００万円、へき地児童生徒援助費等補助金として７５０万円、国宝重要文化財

等保存整備費補助金として３１１万円の追加。 

 県支出金では、県単小規模土地改良事業補助金として２３０万円の追加。北陸

新幹線開業アイデアコンテスト実行支援事業補助金で４９９万４千円の減額。公

立小中学校適正規模化支援事業補助金として７５０万円の追加。 

町債では、鳥獣害対策事業債として５１０万円、緊急自然災害防止対策事業債

として２３０万円、スクールバス整備事業債として３７０万円の追加等でありま

す。 

 次に、議案第６５号 令和３年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計補

正予算（第１号）でありますが、予算現額に１０４万７千円を追加し、予算の総額

を２億７，９４７万９千円にいたそうとするものであります。 

 歳出については、医業費では、施設の玄関ポーチ天井や医師住宅の修繕に係る

経費として１０４万７千円を追加し、歳入については、一般会計繰入金５１万２

千円、繰越５３万５千円を追加するものであります。 

次に、議案第６６号 令和３年度南越前町河野診療所特別会計補正予算（第２

号）でありますが、予算現額に４８万１千円を追加し、予算の総額を９，５１９万

４千円にいたそうとするものであります。 
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 歳出については、医業費で、へき地診療所代替医師派遣に係る経費として４８

万１千円を追加し、歳入については、繰越金４８万１千円を追加するものであり

ます。 

 次に、議案第６７号 令和３年度南越前町農業集落排水特別会計補正予算（第

１号）でありますが、予算現額に４７４万１千円を追加し、予算の総額を２億９，

４４０万２千円にいたそうとするものであります。 

 歳出については、今庄中部地区処理施設の破砕機の修繕料として４７４万１千

円の追加であり、歳入については、一般会計繰入金４５０万７千円、繰越金２３万

４千円を追加するものであります。 

次に、議案第６８号 令和３年度南越前町老人保健施設特別会計補正予算（第

１号）でありますが、予算現額に１６６万３千円を追加し、予算の総額を１億８，

６４６万２千円にいたそうとするものであります。 

 歳出については、会計年度任用職員の雇用に係る経費として７４万５千円、施

設の玄関ポーチ天井や入所者用備品の修繕に係る経費として９１万８千円の追加

であり、歳入については、一般会計繰入金９５万５千円、繰越金７０万８千円を追

加するものであります。 

次に、議案第６９号 令和３年度南越前町介護保険特別会計補正予算（第１号）

でありますが、保険事業勘定の予算現額に５，１８５万５千円を追加し、予算の総

額を１５億１３５万円にいたそうとするものであります。 

 歳出については、諸支出金として令和２年度分の清算による国県支出金等の清

算金５，１２３万３千円、一般会計繰出金として令和２年度分の清算による町の

清算金６２万２千円を追加し、歳入については、介護給付費交付金２６５万８千

円、繰越金４，９１９万７千円を追加するものであります。 

次に、議案第７０号 令和３年度南越前町下水道特別会計補正予算（第１号）で

ありますが、予算現額に１，１０４万４千円を追加し、予算の総額を１億９，２６

２万３千円にいたそうとするものであります。 

 また、継続費の設定では、下水道事業公営企業会計移行事業の事業費の総額を 

５，０３１万４千円とし、年割額を令和３年度が８９１万円、令和４年度で１，９

７５万６千円、令和５年度では２，１６４万８千円とするものであります。 

 歳出については、河野浄化センター水中攪拌機修繕料として２１３万４千円、

地方公営企業法適用業務委託料として８９１万円の追加であり、歳入については 

一般会計繰入金２８２万３千円、繰越金２２万１千円、町債８００万円を追加す

るものであります。 

以上、補正予算に関する議案７件についてご説明を申し上げました。 
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続きまして、議案第７１号 令和２年度南越前町各会計歳入歳出決算認定及び 

議案第７２号 令和２年度南越前町水道事業会計決算認定につきまして、その概

要をご説明申し上げます。 

 令和２年度の一般会計、特別会計の１１の会計の決算が会計管理者から提出さ

れまして、企業会計である水道事業会計を併せて、先般、監査委員の審査に付し、

審査が終了いたしましたので、その概要を報告し認定を賜りたいと思います。 

まず、一般会計の決算でありますが、歳入総額は、１０７億３，７３４万２千円、 

歳出総額は、１００億４，８８１万７千円で、歳入歳出の差引きは、６億８，８５

２万５千円となりました。この差引額のうち、翌年度へ繰越すべき財源が３億４

３４万１千円ありますので、実質収支は３億８，４１８万４千円となりました。 

歳入は、前年度比２２億７，９１１万８千円の増、歳出は、前年度比２０億２，

６００万８千円の増となりました。  

歳出を性質別に見てみますと、まず人件費は１３億１，６６４万６千円で、前年

度比２２２万５千円の減。物件費は１４億６，３２５万６千円で、前年度比２億

７，３４４万３千円の増。維持補修費は２億４３４万５千円で、前年度比８，３９

５万６千円の増。一部事務組合への負担金等の補助費等は２０億９，９５１万円

で、前年度比１０億１，９２６万６千円の増。起債の返済のための公債費は７億

４，５７８万９千円で、前年度比１億１，２７０万円の減。普通建設事業費は２３

億７，５４３万５千円で、前年度比８億５，０６４万４千円の増。災害復旧事業費

は１４３万円で、前年度比１，５６３万１千円の減。特別会計への繰出しなどの繰

出金は９億６，７５７万円で、前年度比４，０９５万２千円の増。積立金は６，２

７２万９千円で、前年度比８，０８２万３千円の減となりました。 

 また、義務的経費であります人件費、扶助費、公債費の合計は、２８億３，１４

４万７千円で、前年度比８，５８９万４千円の減となり、歳出総額に占めます割合

は、２８．１８％となりました。 

主な普通建設事業等といたしましては、南条ＳＡ周辺地域振興施設整備事業に 

１０億３４９万２千円、上平吹橋橋梁架替事業に３億６，５０５万６千円、糠漁港

上長谷離岸堤機能増進事業に１億２，３００万円、情報通信利用環境整備推進事

業負担金に９，００９万５千円、町道日野団地線消雪施設等整備事業に５，８３０

万６千円、校内通信ネットワーク整備事業に４，３５０万５千円、管内小学校空調

整備事業に３，８２８万８千円、糠漁港上長谷船揚場機能保全事業に３，７９９万

円、地域優良賃貸住宅整備事業に３，５２５万１千円などを実施いたしました。 

また、主な新型コロナウイルス感染症対策関連事業といたしましては、特別定

額給付金事業に１０億４，５１３万３千円、児童生徒用タブレット端末等機器購
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入事業に７，２３０万３千円、子育て支援特別給付金事業に４，４５５万円、消費

活性化ポイント付与事業に３，７４３万５千円、庁内テレワークシステムオンラ

イン会議導入事業に２，４９１万５千円、小規模事業者応援給付金交付事業に２，

１１６万３千円、公共施設自動体温検知カメラ等導入事業に１，４１９万円、宿泊

客誘客促進事業に１，２３１万７千円などを実施いたしました。 

 歳入の主なものは、町税は１２億８，２６５万１千円で、前年度比６，７４０万

３千円の減。地方交付税は３８億４，９４３万４千円で、前年度比５，９６９万３

千円の増。国県支出金は３４億６，２７５万５千円で、前年度比１８億４，６０４

万８千円の増。町債は８億４２０万円で、前年度比４億６，６００万円の減。 

なお、令和２年度末の起債の残高は、５８億４，２２４万４千円となり、前年度

比８，７８４万１千円の増となりました。 

 次に、１０の特別会計につきましては、決算の合計額は、歳入が３７億９，２７

１万９千円、歳出が３７億１，０９２万１千円となりました。 

 最後に、水道事業会計でありますが、収益的収入は３億７，６６５万５千円、 

支出は３億７，４１５万５千円で、純利益として５６万円を計上することとなり

ました。 

また、資本的収支につきまして、支出総額が１億１，１５９万円となり、過年度

分損益勘定留保資金で補填いたしました。 

 以上、令和２年度の各会計及び水道事業会計の決算状況についてご説明を申し

上げました。 

 是非とも認定賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

続きまして、議案第７３号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関する条例

の一部改正について、ご説明申し上げます。 

 これは、甲楽城多目的施設の用途を廃止したいので、今回提案いたすものであ

ります。 

次に、議案第７４号 南越前町手数料徴収条例及び南越前町個人情報保護条例

の一部改正について、ご説明申し上げます。 

これは、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行

に伴い、これに関係する条例の一部を改正する必要があるため、今回提案いたす

ものであります。 

続いて、議案第７５号 南越前町重要伝統的建造物群保存地区における南越前

町税条例の特例を定める条例の制定について、ご説明申し上げます。 

 これは、国の重要伝統的建造物群保存地区に今庄宿が選定されたことに伴いま

して、保存地区内の土地及び家屋に課する固定資産税の減額を行う特例を定める
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ことにより、保存地区の歴史的環境の保全を図りたいので、今回提案いたすもの

であります。 

次に、議案第７６号 公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更について、

ご説明申し上げます。 

 これは、南条農産物等直売組合を指定管理者として管理を行わせている公の施

設について、指定管理者の指定を取り消すことに伴い、指定管理期間を変更した

いので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、今回提案いたすもので

あります。変更後の指定の期間を、変更前の令和７年３月３１日までとしていた

ものを、令和３年１０月３日までにいたそうとするものであります。 

続きまして、議案第７７号から議案第７９号までの工事請負変更契約の締結に

ついて、ご説明申し上げます。 

これは、この契約が予定価格５，０００万円以上の工事の請負のため、南越前町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より、今回提案いたすものであります。 

最初に、議案第７７号は、南条ＳＡ周辺地域振興施設公園改修工事その２で、契

約額を５，３８７万８千円から５，８３７万７千円に変更いたそうとするもので

あります。 

 次に、議案第７８号は、南条ＳＡ周辺地域振興施設駐車場等整備工事で、契約額

を１億２，０１１万３千４００円から１億２，８８４万３千円に変更いたそうと

するものであります。 

続いて、議案第７９号は、令和２年度上平吹橋橋梁上部工事で、契約額を６，２

３３万７千円から７，０００万円に変更いたそうとするものであります。 

最後に、議案第８０号の財産の取得について、ご説明申し上げます。 

この財産の取得につきましては、予定価格が７００万円以上の動産の買入れの

ため、南越前町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条の規定により、議会の議決を必要といたしますので、今回提案いたすもの

であります。 

取得する物品は、災害時における非常用電源を確保するための電気自動車・可

搬型給電器、充電器で、契約の方法は、指名競争入札、取得金額は１,８０９万３，

１３４円で、三田村商会 三田村一夫と物品購入契約を締結いたそうとするもの

です。 

以上、９月定例議会に提案をいたしました１７議案につきまして、ご説明を申

し上げました。 

 ご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますよう、よろしくお願いいたしま
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す。以上です。 

〔 町長（岩倉光弘君）降壇〕 

          

○議長（秋田重敏君）これにて提案理由の説明を終わります。次に、日程第２１ 

報告第７号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について 

及び日程第２２ 陳情第４号については、お手元に配付してありますのでご覧願

います。 

                            

質  疑 

 

○議長（秋田重敏君）次に、先ほど町長から提案理由の説明がありました議案第６

４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第４号）から議案第８０号 財産

の取得についてまでの１７議案に対する質疑を行ないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                            

議案の常任委員会付託 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第２３ 議案の常任委員会付託を議題といたしま

す。お諮りいたします。議案第６４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第

４号）から議案第７０号 令和３年度南越前町下水道特別会計補正予算（第１号）

までの７議案、及び議案第７３号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関する

条例の一部改正についてから議案第８０号 財産の取得についてまでの８議案並

びに陳情第４号につきましては、配付いたしました議案付託表のとおり、各常任

委員会にそれぞれ審査を付託したいと思います。 

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、議案第６４号から議案第７０

号までの７議案及び議案第７３号から議案第８０号までの８議案、並びに陳情第

４号につきましては、各常任委員会にそれぞれ付託して審査を行うことに決定を

いたしました。 

 



 - 16 - 

                             

散  会 

 

○議長（秋田重敏君）以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

〔散会  午前１０時４３分〕 
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開    議 

〔開議  午前１０時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）本日の出席議員数は１４名です。定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。これより日程に入ります。 

                            

一  般  質  問 

 

○議長（秋田重敏君）日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問は、一問一答方式または一括質問一括答弁方式の選択制にしておりま

す。質問時間は、答弁を含めて１議員４５分以内となっておりますので、理事者、

議員各位のご協力よろしくお願いをいたします。 

一般質問は、高橋宏介君、山本徹郎君、大浦和博君、熊谷良彦君、山本 優君の

５名から通告がありましたので、お手元に配付の一般質問表のとおり、順次発言

を許します。 

初めに、 

１．コロナ禍における飲食店や旅館業の支援について 

２．重要文化的景観を活用した観光とのタイアップについて 

３番 大浦和博君。 

〔３番（大浦和博君）登壇〕 

 

○３番（大浦和博君）おはようございます。大浦です。議長からお許しを得ました

ので、今回もトップバッターで質問させていただきます。その前に少しだけ時間

をいただきます。 

７月、首都圏でコロナ感染者が拡大する中、東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピックが開催され、それぞれ多くのメダル獲得で閉幕いたしました。開催には

人それぞれいろいろな思いがあったと思いますが、本町の青木千佳さん、本町出

身の西島美保子さんをはじめ、県内から多くの選手が出場し、活躍されました。オ

リンピック・パラリンピックに出場した全てのアスリートから多くの勇気と感動

をいただき、ありがとうございました。そして、お疲れさまでした。 

また、国内でワクチン接種が始まりましたが、全国的に感染者は多く、収束には

至っておりません。感染者は、未接種者、第１回接種済者、２回接種済者で見ます

と、未接種者が多いものの接種済みの方も感染しているようです。しかし、接種者
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は、重篤者は少ないとのことです。町内の接種率は、９月７日時点で２回接種済者

は全体の約８６％とのことですが、若年層の接種が若干進んでいない状況とのこ

とです。 

接種につきましては、個人それぞれ諸問題、持病やアレルギー、不安等もあり、

なかなか難しい問題ではありますが、自分の命を守ることはもちろん、家族や友

人等のことを考え、できる限り接種していただければと願うところです。 

長くなりましたが、質問に入らせていただきます。 

１つ目の質問、コロナ禍における飲食店や旅館業の支援策についてお伺いいた

します。 

飲食店や旅館業の支援につきましては、国・県・町が連携して支援事業に取り組

んでおりますが、度重なる緊急事態宣言が出されるとともに、まん延防止等重点

措置を受ける県も拡大しております。 

本県も感染者数が増え続ける中、県独自の緊急事態宣言を出し、県をまたぐ移

動の中止を求めるほか、他県からの帰省の中止や延期を求め、このことにより、県

の支援策「ふくいdeお得」キャンペーンも予約受付停止の状態となりました。 

町の支援策、飲食店・宿泊施設応援クーポン発行事業は、県内外を問わず全ての

方が対象であり、割当額が決まっておりますが、県民対象である県の支援策の停

止等により、町の支援事業についてもキャンセル等が多く発生していると聞いて

おります。 

県の支援事業は、申込みも含めて事業を延長しておりますが、町の支援事業の

延長は考えないのか伺います。 

また、現在、国の支援事業、月次支援金制度は、通常の営業時と比較して１か月

の売り上げが５０％以上減少している事業者に対し１０万円を支給する制度であ

りますが、この制度をほとんどの事業者が毎月活用してしのいでいる現状と聞い

ております。町も独自で小規模事業者等もっと応援給付金を支給しておりますが、

交付は１度です。 

先日、杉本知事と県内全ての首長との政策ディスカッションが開催され、地方

創生臨時交付金を活用し、観光客数の回復事業の要望等を行ったとのことであり、

ぜひ支援事業の延長や新規の支援事業をお願いしたいと思いますが、昨年のカニ

シーズンでは、支援事業があったものの、事業の停止やカニ自体の価格が高く、旅

館業者の利益は少なかったと聞いております。 

現在、国・県・町の支援事業はあるものの、一時停止等によるキャンセル等によ

り、飲食店や旅館業者はかなり落胆しております。このような厳しい現状である

ことを認識していただき、カニシーズンを迎えるにあたり、飲食店、旅館業者が少

しでも笑顔で継続できるよう、町は新たな独自の支援事業、例えば昨年実施いた
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しました全国で使えるクオカード、これは非常に好評だったと聞きました。ただ、

昨年は町外のお客様だけが対象でしたが、今回、町内を含めた全ての方を対象と

した事業等の考えはないのかお伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの大浦議員のコロナ禍における飲食店、旅館業の支

援についてお答えをいたします。 

町では、新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けた町内の飲食・宿泊事

業者を支援するために、事業の参加店舗で飲食や宿泊をした際に、会計額に応じ

て割引のクーポンを発行する「南越前町飲食店・宿泊施設応援クーポン発行事業」

を８月１日から、１店舗当たり上限額を設けまして実施をいたしております。 

出だしは好調でありまして、参加店舗の４割弱が８月末時点で上限に達してお

りまして、また、上限に達していない店舗にあってもこの使用状況というのは平

均で７割を超えている状況であります。本事業は、ほかの支援策の停止の有無に

かかわらず、１０月３１日まで利用できますので、利用期間については現時点で

は当初計画どおり実施をしていきたいと思っております。 

次に、カニシーズンを迎えるに当たっての新たな支援事業についてであります

が、今ほど説明しましたクーポン発行事業の拡充、第２弾を現在検討していると

ころであります。こちらにつきましては、予算の範囲内でカニシーズンを含む冬

期間における飲食・宿泊事業者への支援策と位置づけて、町民にとっても利用し

やすい制度設計に努めてまいりたいと思います。 

大浦議員ご指摘のとおり、この支援制度が整っていても、緊急事態宣言が発出

されることで人の流れが止まり、キャンセルなどの影響も懸念されますので、町

では直接的な支援事業も検討しながら、町内の飲食店、宿泊業の方々の事業継続

を支えていきたいと考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）カニシーズンに向け、町独自の第２弾の支援策を検討してい

るとの答弁、今後期待しておりますのでよろしくお願いいたします。 

次に、重要文化的景観を活用した観光とのタイアップについてお伺いいたしま

す。令和３年３月、越前海岸の水仙畑が重要文化的景観に選定されました。選定さ
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れた地区は、福井市越廼の下岬地区、越前町の上岬地区と本町の糠地区です。福井

市越廼の下岬地区及び越前町の上岬地区の水仙畑は、獣による被害はあるものの、

多くの水仙が咲いており、観光にも力を入れております。 

しかし糠地区は、１０年ほど前から海岸線の水仙が少なくなり、今ではほとん

どの水仙畑が夏は雑草地帯、冬はハゲヤマ化している中での選定であります。糠

地区の選定理由は、水仙畑のみならず、冬季の酒造りの杜氏が大勢いたため、その

杜氏の功労碑や建造物も対象となったとのことであります。 

それらを踏まえ、お聞きいたします。 

先日も重要文化的景観保存活用連絡協議会が開催され、令和３年度のソフト事

業が採択されました。選定された地区住民といたしましては、やはり水仙の復活

です。しかし、これには非常に難しい問題であり、急斜地の水仙畑を復活するに

は、獣害柵の設置はもちろんのことではありますが、それと同様に落石防護壁が

必要不可欠です。これには多額の費用がかさむと想像されますが、事業は可能な

のでしょうか。 

また、杜氏集落としての選定も受けましたが、何かできないか。例えば、空き家

を利用した酒蔵造りとしての改修や酒造りのための井戸掘り、また展示を目的と

した建物への改修等です。現在、当地区に杜氏として長年携わった方がおり、その

方の指導で酒造り体験や右近家、中村家、そして水仙畑と連携した観光巡りの一

つにできないか。 

重要文化的景観の選定を受けた地区といたしましては、大変喜んでいるところ

ではありますが、何分、今水仙が見えない海岸線をまず一歩ずつ水仙を復活する

とともに、先人が歩んだ歴史、杜氏を後世に引き継ぐとともに、活性化の一助にな

ればと思うところです。 

町は右近家、中村家、そして重要文化的景観として選定された水仙畑や杜氏集

落の歴史を観光事業の一連として考えられないのかお伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの大浦議員の重要文化的景観を活用した観光との

タイアップについてお答えをいたします。 

この「越前海岸の水仙畑・糠の文化的景観」につきましては、今年３月に重要文

化的景観の選定を受けまして、８月に福井市、越前町、南越前町の３市町の水仙農

家、また、まちづくり団体、観光協会等の代表で構成されます越前海岸の水仙畑の

文化的景観保存活用連携協議会というのが設立されました。 

今後は、この３つの市町の連携を十分に図りながら、文化的景観の保存活用計
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画を運用していきたいと思っております。まず、この水仙畑の復活に向けた圃場

の整備をはじめ、文化的景観の魅力発信や地域の活性化のためのソフト事業とし

て、人材育成事業、そしてまた広域ガイドマップの作成、案内サイン等の設置につ

いての事業を進めてまいりたいと思います。また、杜氏の文化をはじめとする糠

地区の歴史文化につきましても、地域の方々や関連団体のご理解とご協力をいた

だきながら総合的に取り組んでいきたいと思っております。 

詳細につきましては、担当課長のほうから説明をさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）市村農林水産課長。 

 

○農林水産課長（市村 誠君）水仙畑を中心とした文化的景観の価値を広く伝え

ていくための取組といたしまして、農林水産課が担う役割として、保存活用計画

に記載されております、水仙栽培に対する支援、獣害対策への支援、水仙栽培の担

い手の育成がございます。 

中でも、獣害対策への支援につきましては、鹿用ワイヤーメッシュ柵の設置に

加え、大小様々な落石を防止する落石防護柵あるいは防護ネットの設置を来年度

以降の事業実施に向け、県に強く要望してまいります。 

またあわせて、丹南農林総合事務所等と連携して、水仙栽培のノウハウの伝承

や新規就農者の発掘・育成に取り組んでまいります。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君） 初一観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（初一 剛君）「越前海岸の水仙畑・糠の文化的景観保存活

用計画」では、「文化的景観の特性」の項におきまして、農作業や漁業ができない

冬場のなりわいとしまして、他国での酒造りの出稼ぎが広まり、そこから組織さ

れた越前糠杜氏組合の成り立ちですとか、酒造りの守護神である京都嵐山の松尾

大社の分社が杜氏組合によって建立され、境内地には糠杜氏の発展に尽力した杜

氏たちの酒造功労碑が建てられたことなど、歴史的な背景が記載されておりまし

て、この功労碑を文化的景観の重要な構成要素として位置づけています。 

そして保存活用計画では、糠杜氏関連の功労碑という構成要素を、観光に活用

するというよりは、保存・保護の対象としていくことに重きを置いております。ま

た、糠杜氏の酒造りは、京阪神を中心に出稼ぎに行って、行われていました。 

こうしたことから、町としましては、糠杜氏という歴史文化を直接的に観光事

業へ活用することは計画しておりませんので、ご理解をお願いいたします。 
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しかしながら、大浦議員がご指摘のとおり、糠杜氏は次の世代に語り継がれる

べき、町の貴重な歴史文化であると考えておりますので、後世に伝えていくため

の事業の取組につきまして、検討してまいりたいと考えております。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）獣害対策支援、よろしくお願いいたします。また、糠杜氏集

落としての保存・保護として町の考え方、分かりました。ただ、今最後に課長がお

っしゃってくれましたけれども、後世に伝えていくためには、やはり展示とか、河

野図書館下で展示してありますけれども、糠地区が選定されたところにそういう

展示物等を掲げる建物等をまた考えていただければなと思うところでございます。

これにつきましては、区長等と相談しながらまた町に相談したいと思います。 

もう一つお伺いしますけれども、今、農村景観保存活用計画というのがござい

ます。これには、この７－２の表にいろいろ書いてございます。これには、家屋の

新築、増築、改築、取壊しで、補助になると読み取れます。この補助に丸が打って

あるのは、町の補助要綱基準に準じているだけなのか、また、この糠地区、選定地

区は特別区として対応できるのか、お伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）坂井教育委員会事務局長。 

 

○教育委員会事務局長（坂井浩伸君）ご質問にお答えいたします。 

「越前海岸の水仙畑・糠の文化的景観」では、水仙畑のほか、糠川の河口から奥

に形成された集落の景観も文化的景観の重要な構成要素として位置づけられてお

り、集落内の家屋、石積み、石仏等を保存の対象としています。そうした物件の修

理、復旧に対する補助制度としましては、国には文化庁が所管する文化的景観保

護推進事業補助金、県には交流文化部が所管する重要文化的景観保存活用推進事

業補助金、町には指定等文化財保存費補助金があります。 

糠集落の家屋の維持保存の基準につきましては、文化的景観保存活用計画にお

いて、「現状維持または周辺のものと調和を図ること」としています。家屋の新築、

取壊しは補助対象とはなりませんが、家屋の外観の修理、復旧につきましては、そ

うした基準や南越前町景観計画における建築物に係る景観形成基準に適合するも

のが補助対象となります。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 
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○３番（大浦和博君）この表を見る限り、新築、増築、改築、取壊しが補助対象と

みなしてしまいます。今の説明では、対象にならないということでございますが、

なかなか分かりにくいところがございます。地区住民に周知は無理と思いますけ

れども、糠区には区長をはじめ役員がおりますので、区長と相談しながらまた周

知に努めていただきたいと思います。 

これまで、重要文化的景観に指定されました糠地区について質問、対応を聞き

ましたが、そもそも水仙は糠地区以外の甲楽城や河野地区全体でも咲いておりま

した。重要文化的景観地区以外の有志が水仙栽培の獣害防止柵の設置要望があれ

ば対応は可能なのか、お伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）市村農林水産課長。 

 

○農林水産課長（市村 誠君）糠区以外の集落への獣害防止柵の支援ということ

でございますが、現行の補助制度における鹿の侵入防止柵設置に係る町の９割補

助制度をご活用いただいて、集落での取組をお願いしたいと考えております。 

また、南越前町の特産品の奨励及び生産農家の育成という観点から、水仙栽培

に意欲のある農家あるいは生産組織に対して、一定の支援をさせていただきたい

と考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）資材費９割補助、大変ありがたい事業でありますが、くい打

ちと設置が問題となります。水仙を含めた農地の維持、保全を強く望む方々が頑

張ってくれることを願いまして、私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて大浦和博君の質問を終わります。 

次に、 

１．南越前町小規模事業者もっと応援給付金支給事業について 

１番 高橋宏介君。 

〔１番（高橋宏介君）登壇〕 

 

○１番（高橋宏介君）それでは、一般質問をさせていただきます。 

南越前町小規模事業者もっと応援給付金支給事業について伺います。 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、経営に影響を受けた町内の小規模事
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業者等に対し、募集期間７月１５日から１０月３１日までであります、もっと応

援給付金、１回限り１０万円を支給するこの事業でありますが、申請するにあた

り、条件として国の一時支援金または福井県版持続化給付金を受給している町内

の事業者、この部分に問題があると思います。 

町が単独で行う事業者向けの給付金は、今回で２度目であります。前回、令和２

年８月１１日から１０月３１日の募集期間で行った小規模事業者応援給付金のと

きでは、申請条件は国の持続化給付金または県の小規模事業者等再起応援給付金

の交付を受けている町内の事業者ということでありました。このとき、町内の事

業者はほとんどの方々がどちらかの給付金の交付を受けていたため、この町単独

の応援給付金も多数の町内の事業者が申請を行うことができました。 

しかし、現在行っている町単独の応援給付金は、申請の条件に設定されている

国の一時支援金と福井県版持続化給付金は申請の条件が厳しかったため、町内の

事業者の受給率か低い。そのため、多くの町内の事業者は、この町が単独で行って

いる今回の応援給付金は申請条件を満たすことができず、申請が行えなくなって

しまっています。 

県は福井県版持続化給付金の申請数が少なかったため、対策として条件を緩和・

拡充し、県が実施した給付金の中でも最も交付数の多かった県の小規模事業者応

援給付金の交付を申請の条件に加えた経営改善支援金や中小企業者事業継続支援

金を追加しました。これらの給付には多くの事業者が申請を行った、もしくは行

うのではと思います。 

町の単独の給付金も条件をつけ、不正受給を防ぐことは大切なことであります。

そして、国や県の給付金を受給している町内の事業者を対象とすれば、国や県の

審査を既に受けているため、町は審査を行う必要がなく、事業者に迅速に給付す

ることが可能になります。去年行われた給付金の中でも、申請から給付まで町が

行った応援給付金は、国、県が行った給付金に比べ驚くほどに給付が早く、町内の

事業者は大変喜んでいました。しかし、一つ間違ってしまえば、今回のように町内

の事業者の多くが申請できなくなってしまうなどの危険もございます。 

今回の申請条件に設定した国の一時支援金と福井県版持続化給付金の交付率が

低かったことは、本町も予想をしていなかったことであったとは思いますが、１

回目の町単独の応援金のときは、町内の事業者が多く交付を受けているであろう

給付金を対象に条件とされていました。条件の設定は情勢を見極め、慎重に行っ

ていただきたく思います。 

県も現在行っている中小企業者事業継続支援金は、現在のコロナウイルス感染

症の県内の急激な拡大、そして県の非常事態宣言、宣言の延長による事業者への

影響を深刻に受け止め、さらに補助金額を拡充した内容に変更、そして募集期間
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の延長を行いました。 

本町の応援給付金も条件の追加などの内容を変更し、現在の情勢に対応した内

容に改善、町内の事業者が多く申請できるようにするべきであると考えます。 

所見を伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの高橋議員の南越前町小規模事業者もっと応援給

付金支給事業についてお答えをいたします。 

この事業につきましては、厳しいコロナ禍にあって、町内事業者の経営の持続

化を支援するため、一定の要件を満たせば１事業所当たり１０万円を支給すると

いう事業であります。その要件は、国の一時支援金か福井県版の持続化給付金の

どちらかを受けていることとしております。これは、申請手続、審査事務の簡素化

を図り、迅速な給付金の支給につなげていくためのものであります。 

しかし、令和３年１月、２月、３月の売上げが令和元年または令和２年と比較

し、５０％以上減少している場合を要件とする国の一時支援金、もしくは各種の

給付金を含んで令和２年度の年間売上げが令和元年度と比較して１０％以上減少

した場合を要件とする福井県版持続化給付金は、高橋議員ご指摘のとおり、申請

者にとっては少しハードルが高いものとなっているようであります。 

昨年度町が実施しました応援給付金に対しまして、今年度のもっと応援給付金

は、８月末現在時点で３割程度と低調な状況にあります。県では、緊急事態宣言の

長期化によりまして、さらなる影響を受けます小規模事業者への追加支援や既存

制度の補完を図るために、経営改善支援金、そして中小企業者等事業継続支援金

の支給を始めたところであります。町としましても、早期に現行制度の支給要件、

そしてまた申請期間の見直しに着手をいたしまして、予算の範囲内におきまして、

広く町内の事業者に支援が行き届くように取り組んでいきたいと思っております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋宏介君。 

 

○１番（高橋宏介君）町は、単独の事業で応援給付金や山海里応援弁当、高齢者応

援プレミアム付商品券、そして現在行っている飲食店・宿泊施設応援クーポン発

行事業など、様々な事業を行い、コロナウイルス感染症の影響に苦しむ町内の住

民や事業者を支援してきました。 
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効果はしっかりと出ていると思いますし、町民の評価も高いと思います。しか

しながら、コロナウイルス感染症は、「今抑え込めば」、「今我慢すれば」と町内の

事業者は国や県、町の営業自粛などの指導に従い、耐え忍んできましたが、終わり

が見えることもなく、１年と半年余りが経過いたしました。町内の事業者も疲れ

が出てきています。何をやっても無駄だと諦める声も聞こえてきます。 

コロナウイルス感染症は、変異株の出現など予想を超える感染力を持ち、ワク

チンの接種に尽力を尽くしてもなかなか抑え込むことができず、長期戦になって

しまいました。これからは、今まで町が行った支援事業の成功例を基に、一時的な

支援である給付金などを行いながら、中長期的な支援事業も検討していただきた

く思います。 

また、飲食店・宿泊施設など商業の事業者だけではなく、建設や製造、職人など

の工業への事業者への支援も拡充していただきますよう、検討していただきます

ようよろしくお願いいたします。 

これで、一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて高橋宏介君の質問を終わります。 

次に、 

１．道の駅「南えちぜん山海里」の周辺環境整備について 

５番 熊谷良彦君。 

〔５番（熊谷良彦君）登壇〕 

 

○５番（熊谷良彦君）議長のお許しをいただきましたので、今９月定例会では、道

の駅「南えちぜん山海里」周辺環境整備について質問をいたします。 

南条サービスエリアに併設されます道の駅「南えちぜん山海里」が、いよいよ１

０月８日オープンすることになりました。周辺住民はもとより福井県民全体が注

目している事業がやっと日の目を見ることとなります。私も毎日のように現場周

辺を通り、刻々と出来上がる建物や駐車場などを見てまいりました。今後、多くの

人が立ち寄り、地場産野菜のコーナーをはじめとしてキッズコーナーや隣接する

ウォーターランドが活用され、地域の一層の活性化につながることを希望する次

第です。 

一方、気がかりなのが交通量の増大です。ここは町内の生鮮野菜や加工品を買

い求める人が朝早くから利用されることが想像され、また、インターチェンジか

ら出てくる観光客の車、ごみの収集運搬車、一般車両、地元住民の通勤車が通行い

たします。さらに、近くには通学路もあり、今申し上げた状況では交通事故の危険

性が増すことが容易に想定でき、地元住民の心配ももっともなことと思います。 
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この周辺の道路整備について、どのように考えておられるかを町長にお伺いい

たします。 

次に、この道の駅のオープンにより、多くの観光客が南条スマートインターチ

ェンジを利用して、花はす公園や重伝建の今庄宿、そして右近家、中村家住宅な

ど、我が町の隅々まで観光していただけることと思います。 

そこで、来客者が迷わないように、道の駅またはＥＴＣの出入口に南越前町の

主な施設に対する大きな案内板の設置が必要ではないかと考えます。また、夜間

の来客への安全を確保するため、駐車場及びその周辺に街灯や道路の誘導灯など

の設置も必要ではないでしょうか。「南越前町にようこそ」という気持ちを表すた

めにも、ぜひ設置していただきたいと考えます。 

せっかくできました夢のある施設であり、今後の地域活性化の拠点ともなると

ころです。南越前町のおもてなしの心を表すためにも、周辺の道路整備及び安全

な環境整備について、どのように考えておられるのかを建設整備課長にお伺いい

たします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの熊谷議員の道の駅「南えちぜん山海里」の周辺環

境整備について、１問目についてお答えをいたします。 

この道の駅「南えちぜん山海里」は、１０月８日にオープンを控えております。

北陸自動車道で県内唯一のサービスエリアに隣接をいたしまして、高速道路と一

般道路の両方から利用できることから、大きな集客力、そして発信力を持つ施設

であります。ここでは、地元の農林水産物や特産品の販売をはじめ、酒類の販売、

キッズルームの設置、施設に隣接する公園の整備によりまして、より多くの世代

に長時間楽しんでいただける施設でありまして、地域の振興、交流促進に大きな

期待をしているところであります。 

さて、議員ご質問の、周辺の環境整備でありますけれども、この道の駅の開設に

よりまして、車両、自転車、歩行者などの交通量が増加することが予測されます。

通行者の安全を確保するために、周辺の町道であります柳町線と鋳物師阿久和線

に歩道の整備をしております。また、町道駄小屋線と八斗田線には拡幅改良など

を実施しております。さらに、今後は国道３０５号線鯖波跨線橋から南条スマー

トＩＣに直接アクセスできるよう、仮称ではありますが鯖波大橋の新設を計画し

ていきたいと思います。安全な道路交通の確保、そしてまた越前海岸への観光の

促進、そしてまた新ごみ処理施設「エコクリーンセンター南越」への搬入路として
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整備の促進を図っていきたいと思っております。 

観光案内板等については、担当課長のほうからお答えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）中村建設整備課長。 

 

○建設整備課長（中村勝典君）観光案内及び街灯についてお答えいたします。 

道の駅「南えちぜん山海里」は、本町の観光振興や地域活性化、また地域の魅力

の発信拠点としての役割を担い、観光案内や地域の魅力をＰＲする情報発信コー

ナーを２４時間開設いたします。まず、２階中央部の観光案内所には、町観光連盟

による専属の観光案内人を配置するとともに、花はす公園や河野北前船主通り、

今庄宿などの町内の代表的な観光地をはじめ、その他の全ての観光地につきまし

て、パネルや観光マップの展示及びモニター画面をタッチしながら観光地の検索

を行うデジタルサイネージなどを設置しまして、来場者の方に町の魅力を発信し

ていきます。 

なお、ＥＴＣ出入口の大きな観光案内板の設置につきましては、道路基準によ

り歩行者を対象とした案内板の設置しかできないことから、ドライバーに対しま

しては道の駅情報発信コーナーを活用してまいります。 

次に、街灯につきましては、道の駅駐車場並びに施設の周辺道路であります町

道鋳物師阿久和線及び町道柳町線に照明を整備予定であります。 

以上です。 

○議長（秋田重敏君）熊谷良彦君。 

 

○５番（熊谷良彦君）ただいま町長から、地域住民が以前より切望しておりました

仮称鯖波大橋新設検討の回答をいただきました。３０５号線の鯖波跨線橋から大

橋を架け、ごみ収集車が直接新ごみ処理施設「エコクリーンセンター南越」へ搬入

することができれば、道路交通の整理と緩和が図られ、南条サービスエリア周辺

住民の安全確保に大いに貢献するものと考えます。できるだけ早期の完成を願っ

ております。 

また、中村建設整備課長から回答がありました、町道鋳物師阿久和線及び町道

柳町線に街灯がつきますと、夜間の観光客も安全に通行できることと思います。

これにより、道の駅「南えちぜん山海里」がますます盛況となり、地域の活性化に

つながることを切に願いまして、私の一般質問といたします。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて熊谷良彦君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。 
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休        憩 

〔休憩 午前１０時５０分〕 

〔再開 午前１１時００分〕 

                              

再        開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開いたします。 

 次に 

１．町におけるデジタル化に向けた取組について 

２番 山本徹郎君。 

〔２番（山本徹郎君）登壇〕 

 

○２番（山本徹郎君）議長のお許しをいただきましたので、休憩後のトップバッタ

ーとして発言させていただきます。今回、町におけるデジタル化に向けた取組と

いうことで質問をさせていただきます。 

近年、デジタルトランスフォーメーション、いわゆるＤＸというワードを至る

ところで目にします。９月にはデジタル庁が発足しました。もともとは、企業の生

産向上を目的にスタートしましたが、今では自治体でも推進が加速しており、Ｄ

Ｘは社会全体での共通課題になっていると考えられます。自治体におけるＤＸの

定義としては「アナログな業務やデータをデジタル化して共有することで、様々

な機関や企業、地域住民が有効活用しながら、社会的な課題解決を図ること」とな

っており、様々な取組が実施されております。 

例えば、愛媛県ではデジタルマーケティングを活用した特産品の販促活動を実

施しているほか、東京都三鷹市では保育所の入所手続においてＲＰＡツールやＡ

ＩＯＣＲツールを活用しております。このＲＰＡツール、ＡＩＯＣＲツールとい

うのは、ＲＰＡというのはいわゆるルーティーン作業、同じ作業、いわゆる定型的

で反復作業を行う事務作業のことであります。ＡＩＯＣＲツールというのは、Ａ

Ｉは人工知能、ＯＣＲは光学文字認識ということで、印字や手書き文字を認識し

て紙申請書や申込み等をテキスト化して自動で入力できるツールでございます。 

こういうことを活用すると、４０％程度の業務効率化を実現しているというこ

とでございます。デジタル化については、本町でも既に実施しているとは思いま

すが、本町におけるデジタル化に関する現状、いわゆる庁舎内におけるデジタル

推進、行政サービスのデジタル化進捗状況などについてお伺いをいたします。 
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○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本徹郎議員の町行政におけるデジタル化の現

状についてお答えをいたします。 

町民の利便性向上に資するデジタル化の現状の一例としましては、税金や上水

道料金のコンビニ決済、キャッシュレス決済を一部導入しております。また、内部

事務では、電子決裁システムの導入により、既に約５０万円の経費が節減されて

おります。今後は、会議資料などのペーパーレス化を推進いたしまして、年間３０

０万円以上の経費節減を図りたいと考えております。 

さらに今回の９月補正予算案に、避難所として指定している南条の文化会館、

南条の保健福祉センターなどに災害時に無料開放できる公衆用のＷｉ－Ｆｉ整備

事業や、保育所等の保護者の利便性を図り、子育て支援を一層推進するために保

育所等と保護者との情報交換、園児の画像の提供などをオンライン化する保育所

等のＩＣＴ化推進事業などを提案いたしております。 

今月１日に発足しました国のデジタル庁の目的と同様に、本町におきましても

「誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化による多様な幸せが実現できる

社会」を念頭に、町民の皆様がデジタル化の活用によって最大限の行政サービス

を享受できるよう、安全で安心して暮らせることができるまちづくりを進めてい

きたいと思っております。 

以上、山本徹郎議員の回答といたします。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）今、町長の答弁にありました、数字的には３５０万ほどはコ

スト削減できると。より一層推進化が進むと、なおコスト削減というものには進

んでいくのだろうと思います。ぜひとも推進を早めていただきたいなと思います。 

２つ目に入ります。デジタル化推進に向けた本町における取組についてお伺い

をいたします。 

自治体のＤＸを成功させるためには、「住民サービスの向上」「全体最適化」「組

織経営」の３つの視点が重要であると定義されております。 

「住民サービスの向上」の観点では、地域住民の目線に立った行政サービスの

在り方について考えることが求められます。特に、業務フローや手続きの適切か

つ簡潔な提供の検討は必要不可欠です。石川県加賀市では、行政申請フォームと

デジタルＩＤを連携した電子申請システムを構築しました。これにより、マイナ



 - 32 - 

ンバーカードと連携した行政サービスが提供できるようになりました。 

また、「全体最適化」では、全ての住民が使いやすいサービスの提供があります。

神奈川県の横須賀市や秦野市では、住民からの相談内容を音声テキスト化の技術

を使って文字を起こし、記録票作成に役立てています。 

３つ目の「組織経営」では、横断的にＤＸが実現できるためのサービスの構築が

求められます。三重県では、「スマート職員」の育成を２０２０年からスタートさ

せ、ＤＸ推進に関する研修を実施しています。また、併せて外部人材の登用も進め

ています。本町も若手職員が増えておりますので、ＤＸ推進におけるビジョンや

テーマ、今後の取り組みたいと考えているデジタル推進計画などについて、既に

検討しているもしくは実践している取組についてお伺いします。 

ここで４つお伺いをしたいと思います。 

１つ目は、自治体ＤＸ推進におけるデジタル人材の確保と育成。２つ目は、デジ

タル推進計画の策定。３つ目は組織構築。４つ目に自治体間の連携。それぞれにつ

いてお伺いをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）関根総務課長。 

 

○総務課長（関根將人君）本町の自治体規模では、デジタル推進室などといった専

門部局を設けることは非常に困難でございますが、現在もシステムエンジニアの

経歴を持つ職員が総務課に配置されております。そのことで町のデジタル化の推

進にこれまで大きく寄与しております。今後は、各課にデジタル化に関する一定

の知識と技術を持った職員を配置できるような仕組みを検討していきたいと思い

ますし、人材の確保と育成を推進してまいります。 

また、その指針となりますデジタル推進計画の策定にあたりましては、外部か

らの支援を仰ぎ、全ての職員がデジタルトランスフォーメーションに順応するた

めのスキル向上を図ってまいりたいと考えてございます。 

本年１０月以降、マイナンバーカードと連携しました行政サービスが立案され、

実行されます。町民の皆様方には、まだマイナンバーカードを取得されていない

方には速やかにお手続きいただきますようお願い申し上げます。 

デジタル化の推進によります暮らしやすさが実現できるよう、県や隣接市町と

の連携を図るとともに、先駆的な取組をしている市町から学び、自治体におけま

すデジタルトランスフォーメーションを実現し、住民本位の行政サービスの提供

に努めてまいりたいと考えてございます。 

以上でございます。 
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○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）今、課長の答弁いただきました。本町においては推進室を設

けるというのは難しいということでございます。システムエンジニアの方がいら

っしゃると。その人が一人でやはりデジタル推進を進めるのは非常に負担が大き

いと。やはり、各課それぞれ精鋭集めて、サブ的なリーダーを育成して、そこから

また広げていく形、いわゆるチーム、またグループか何かをやっぱり検討してい

ただきたいなと。そうして効率的に広げて、裾野が広がっていくのじゃないかな

と思いますので、その辺はちょっとまたご検討いただきたいなと思います。 

やはり町長おっしゃるとおり、デジタル化、町民の皆さんが非常に使いやすい

と、いいな、このデジタル化って、便利やねってやっぱり言えるようなことが最初

のゴールになると思います。国はデジタル庁、２６年までにはある程度地方の自

治体が、国が求めているようなＤＸの形をできるようにやっていかなきゃあかん

と思います。それには町民の皆さんもある程度、わしゃ苦手や、私はあかんのやと

いうのじゃなくて、ある程度やっぱり興味を持っていただけるように、非常に使

い勝手のいいことですから協力していただきたいし、もちろん我々議会もデジタ

ル化に向けて今進んでいきます。また、議会側もこういったことが皆さんにお披

露目できるときが来ると思いますけれども。そういった意味で非常にやはり町民

に優しいつくりをちゃんと見える化できるように、理事者の皆さんも取り組んで

いただきたいと思いますし、今後はどんどんどんどんそうやって進んでいきます。

やっぱりそれがこれからの時代になっていきますので、そういったこともしっか

りと検討していただきたいと思いますので、私の質問をこれで終わらせていただ

きます。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本徹郎君の質問を終わります。 

次に、 

１．風力発電計画に対する住民アンケート結果について 

２．町民の健康診断について 

１３番 山本 優君。 

〔１３番（山本 優君）登壇〕 

 

○１３番（山本 優君）ただいま議長からご了解をいただきましたので、今期一般

質問最後になりますけれども、一般質問させていただきたいと思います。 

予定の時間、午後にもなるのかなと思いましたけれども、目いっぱい使いまし



 - 34 - 

ても１２時には終わることになります。今回、一般質問は５人だけということで、

ちょっと寂しいわけでございますが、今後また広報する意味からも積極的に質問

に立っていただきたいなと思います。 

余計な説明は省きまして、今回は風力発電の問題と健康診断について、２項目

につきまして町の考え方をお聞きいたしたい、あるいは現状についてご説明をい

ただきたいと思います。 

まず１点目でございますが、これは前回の本会議、その前の本会議と３回続け

ていろんな視点から質問をさせていただきました。ご存じのように、２０１５年

９月、国連サミットの加盟国の会合におきまして全会一致で採択をされました持

続可能な開発目標、略しましてＳＤＧｓと言っておりますけれども、これを２０

３０年までに達成を目指すということが決められております。 

その中で、いろんな項目があるわけでありますが、今回取り上げます風力発電

というのは、私たちが毎日使っております電力につきまして、よい環境を維持し

ながら賄っていくためには、現在の発電設備の活用はもちろんでありますけれど

も、それらを再生可能エネルギーへの変換というものも大変大切なことでござい

ます。その意味で、その再生可能エネルギーの中身といたしましては、ご存じのよ

うに太陽光発電でありますとか、地熱であるとか、今回話題になります風力、その

ほか風力につきましても平地に建設されるものから山地、あるいは海上に設置す

るものなど、いろんな選択肢があるわけであります。 

今回、その一環として当町の地籍と近隣の市との境等に風力発電の建設計画が

進められております。このことについては、前回あるいは前々回の質問の中でも

町のほうから答弁をいただいておりますので、その細かい内容については省略を

いたしたいと思いますが、この建設計画につきましては、設置する市町における

住民の意見というのは大変重要だと思うわけでありますが、地元の意見というも

のがこの計画にどのように反映をされるのかと思うわけであります。 

既に報道されている中では、ほかの地区での計画においては早々と計画反対の

意思表示をされた町もあるわけであります。先ほど申し上げました町やら住民の

意見が、この計画遂行にあたってどのような影響を与えるのかという点でござい

ます。その意味では、町としての考え方は町長のほうから答弁いただけると思い

ますが、住民対象のアンケートが今年初めに行われて、既に集計がなされている

と聞いております。その内容については、先日の町の広報の中にも一部触れてお

ったように思いますが、この場でそのアンケートの集計の内容について、そして

さらにそれがどう分析をされているのかをまず１点目としてお聞かせをいただき

たいと思います。 
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○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本優議員の風力発電計画に対する住民アンケ

ートの結果と計画への影響についてお答えをいたします。 

国の電力の固定価格買取制度、いわゆるＦＩＴにつきましては、再生可能エネ

ルギー電力の利用の促進に資するものでありまして、円滑かつ確実に発電事業が

実施されると見込まれ、安定的かつ発電可能であると見込まれる場合には、その

発電事業を経済産業大臣が認定するものであります。 

発電施設整備の手続きの過程において、事業者は環境影響評価に取り組みます。

配慮書から方法書を経て準備書までの手続きの中で、福井県知事が本町をはじめ

とした関係市町の首長に対して意見を求めるものであります。 

町としましては、アンケート結果を尊重するとともに、町の環境審議会の意見

や内部の調査研究会の報告を踏まえまして、風力発電事業によって日常生活の安

全を脅かされることのないように町の意見をまとめまして、県知事に申し述べる

予定であります。それらを受けまして、福井県知事は経済産業大臣に意見をいた

します。この福井県知事の意見書の内容いかんによっては事業計画に影響を与え

ることとなります。 

アンケート結果につきましては、担当課長のほうから報告をさせていただきま

す。 

 

○議長（秋田重敏君）関根総務課長。 

 

○総務課長（関根將人君）町内全世帯を対象にいたしましたアンケートの回収率

は４６.７％でございました。ご協力いただきました町民の方々に心より感謝を申

し上げます。 

このアンケート結果につきましては、ダイジェスト版を９月２５日発行の町の

広報紙に、また詳細版につきましては同日、町のホームページに掲載させていた

だきます。 

ご質問の町内におけます風力発電事業に対します関心の度合いにつきましては、

旧３町村単位でも異なります。また計画地の大半があります今庄地域の中でも、

各地区によって差異がございます。 

ただし、回答者のうち７割近い方々が大局的な見地から、二酸化炭素をはじめ

とする温室効果ガスの排出量削減やカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現の

ために、風力発電をはじめとしました再生可能エネルギーを推進すべきというお



 - 36 - 

考えでございました。 

一方で、町内におけます風力発電事業の推進にあたりましては、騒音、低周波音

への不安、風車の倒壊などの事故への懸念、事業終了後におけます設備の取扱い、

また林地開発によります災害の発生や水脈、生態系への影響を危惧されておりま

す。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。 

今ほど、アンケートの詳細については後日広報されるということでございます

ので、改めてまた確認をさせていただこうと思います。 

今ほどアンケートの内容、あるいは町長のほうからその背景についての説明が

あったわけでありますが、これらの結果を踏まえて、町としてはいつ頃どのよう

な形で回答をされる予定をしているのか、そしてまたこのことはそれぞれの当町

だけに関わるものは非常に少ないというかなくて、それぞれ近隣の市あるいは県

をまたいでも含めて関わりがあるわけであります。その意味では、当町のみにお

いて単独での報告はもちろん主体的には行っていかなければならないと思います

が、一方では、近隣の市とも調整といいますか、連絡調整は必要だろうなと思いま

す。 

この今後のことと併せまして、近隣の市との関わりについてどのように計画さ

れておるのかをお聞きしたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの今後の対応についてお答えをいたします。 

環境影響評価というのは、風力発電事業が及ぼす様々な影響を想定した調査に

よりまして国土と景観の保全、災害の未然防止対策など計画地域内の安全安心が

確保できるか否かを判断するために実施するものであります。 

仮称でありますが、余呉南越前第一・第二ウィンドファーム発電事業について

は、早ければ年内にも環境影響評価の準備書が福井県知事に提出されまして、町

に対し意見が求められることになると思います。 

先ほども答弁いたしましたように、準備書に対する福井県知事からの意見照会

の際には、町の環境審議会に諮問するとともに、アンケートの結果及び内部の調

査研究会の報告を踏まえまして、福井県知事に対して意見を申し述べる予定であ
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ります。 

なお、あわせて国策である再生可能エネルギー施策の一翼を担うこの風力発電

施設が、ＦＩＴの終了後における発電設備の取扱方針を明確にするように、県の

ほうに働きかけをしていきたいと思っております。 

また、あわせてですけれども、副町長を筆頭に庁内に設置をいたしました風力

発電事業の調査研究会においては、それぞれの風力発電事業の関係市町の状況、

考え方について情報の収集に努めていきたいと思っております。 

今後ともほかの市町とは情報を共有できる良好な環境と関係を構築しながら、

様々な視点から事業計画を分析し、町民の皆様に正確な情報をお届けしていきた

いと思っております。 

また、風力発電事業など再生可能エネルギー政策に対する福井県の考え方を確

認いたしまして、立地計画の自治体として積極的な意見交換も進めていきたいと

考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。今ほど町長及び担当の総務課長

のほうから細かくご説明いただきました。ありがとうございます。 

今ほどご説明いただいた中で、今後、今日の一般質問を傍聴される、あるいはケ

ーブルテレビ等で見られた町民の方、さらに今ほど総務課長も言われましたけれ

ども、広報によって今回のアンケートの結果が知らされる。そしてまたさらに進

みますと、町民の方から多くの関心あるいろんなご意見があるのではないかなと

思います。今後これは、一応は町民のアンケートを取って一つの方向性は出てい

るのだろうと思いますけれども、十分町民の疑問あるいは要望等については選択

をしていただきたいと思います。 

このことをお願い申し上げて、２点目の質問に入らせていただきます。 

２点目の質問につきましては、一部町民からの質問といいますか意見もありま

したので、今回あえてこの問題を取り上げさせていただきます。 

昨年からのコロナ禍の中でありますが、町としては町民の健康維持、町民の幸

せな生活を確保するためには、健全な保健、健康な体をつくるということが大切

であります。その中でも健康診断の果たす役割は大変大きくあるわけであります

が、昨年からのコロナの関係で３密を避けながらということで、健康診断のやり

方についても一部変更になっている部分があったりしまして、現状で受診をされ

る方の状況はどうなのかなというのを心配するところであります。 
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地区別あるいは年代別等について、現在の状況、そして他の同様の町との比較

で当町がどのような位置にあるのかにつきましてお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

 

○議長（秋田重敏君）山岸保健福祉課長。 

 

○保健福祉課長（山岸 健君）お答えいたします。 

令和２年度の健診受診率でございますが、４０歳から７４歳までの特定健診受

診率は、暫定値ではございますが３２.１％で、県内１７市町中１１位と聞いてお

ります。地区別では南条地区３３.０％、今庄地域３３.４％、河野地区２７.６％

でございました。一方、７５歳以上の後期高齢者健診の受診率は１６％で、県内７

位でございました。地区別では南条地区１９.６％、今庄地域１５.６％、河野地区

９.１％でございました。 

令和２年度は新型コロナウイルスの影響等により受診率は下がっておりますが、

会場内の密集を避けるために事前予約制としたことで、必ず行かなくてはとの心

理も働き、申込者の確実な受診を確認することができました。 

特定健診において、受診率の高い市町と比較しますと、本町では毎年継続して

受診される方が少ないこと、医療機関受診者の健診受診率が低いことが受診率低

迷の要因と考えております。また、後期高齢者におきましては、未受診者のほとん

どが医療機関を受診しておりまして、医療機関におきまして定期的に必要な検査、

指導がなされているものと推測いたしております。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございます。 

今ほど皆さんも聞かれて、えっ、そのぐらいの数字かなと思われたと思います。

通常、我々ほとんど行っていると思いますので、１００％とは言いませんが半数

以上は行っているのかなと思っておりましたけれども、若干、思いのほか少ない

なと思います。それについては、ちょっと細かい説明がなかったわけであります

が、集団健診としてはご存知のように地区の公民館等で行われております。 

それから一方、高齢になりますと、何らかの形で病院に関わっている方が非常

に多くて、そこの場所で全部の項目ではないかもしれませんが、一部の項目につ

いては受診の中で、日常の健診の中で、あるいは診察の中で受けておられるとい

うこともあるのではないかなと思います。その辺の事情の説明があればいただき
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たいと思いますのと、それから今ほどお話がありましたが、会場がコロナの関係

もあって一部やり方について変更があったということもあって、そのことについ

て特に苦情、意見、要望などがあったのか、ないかお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

 

○議長（秋田重敏君）山岸保健福祉課長。 

 

○保健福祉課長（山岸 健君）お答えいたします。 

集団健診と診療所や開業医での個別健診では、基本的な検査項目におきまして

違いはございません。また、会場による町民からの苦情、ご意見等は現時点では伺

っておりません。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）もう質問は最後にさせていただこうと思いますが、健康診

断というのは、やはりがんとか内臓疾患などを事前に発見して処置をすることに

よって、町民の健康維持に大切なことであります。これは改めて申し上げるわけ

でもございませんが、その意味では今ほどご説明のあった受診率の向上、あるい

は会場や実施回数の町民が受けやすい対応というものも必要だと思います。現状

は現状といたしまして、この受診率を向上するためには、町民がいつどこでどん

な形であるかということを知ることが一番大事だろうと思います。 

そういう意味で、今後きめ細やかな広報活動が必要だと思いますけれども、こ

の点について何かお考えがあればお聞かせをいただきたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）山岸保健福祉課長。 

 

○保健福祉課長（山岸 健君）受診率向上の方策といたしまして、未受診者や毎年

継続して受診していただいていない方へは、リーフレットですとか、はがきによ

る受診勧奨を年２回実施いたしております。あわせて、前年度受診者へはショー

トメールによる継続受診勧奨を今年度から実施いたしております。 

今後も内容やタイミング等を熟慮し、きめ細やかで分かりやすく受診につなが

るような広報活動に努め、町民の皆様方の健康維持に取り組んでまいりたいと考

えております。 

以上でございます。 



 - 40 - 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。 

当町は人口も少ないこともあるわけでございますが、そんな中で日常的にきめ

細やかに取り組んでおられることにつきましては、一町民としても感謝を申し上

げたいと思います。特に、一方では高齢化が進んでおります当町でございますの

で、なるべく重篤化しないように事前の健康診断というのは大変大切なことだろ

うと思います。 

今後も、今課長のほうからいろんな施策が説明ありましたけれども、さらに検

討を進めながらより多くの方が健康で長生きができるようなまちづくりに当たっ

ていただきたいと思います。 

以上をもちまして、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本 優君の質問を終わります。 

 

                          

散   会 

 

○議長（秋田重敏君）以上をもちまして本日の日程は終了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 

〔散会  午前１１時３７分〕 
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議案第 79 号 工事請負変更契約の締結について 

 

議案第 80 号 財産の取得について 

 

陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 

 

各常任委員長報告    

 

議案第 71 号 令和２年度南越前町各会計歳入歳出決算認定について 
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議案第 72 号 令和２年度南越前町水道事業会計決算認定について 

 

決算特別委員会の設置について 
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開    議 

〔開議  午後 ３時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）ただいまの出席議員数は１４名です。定足数に達してお

りますので、これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。これより日程に入ります。日

程第１ 議案第６４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第４号）から日

程第１５ 議案第８０号 財産の取得についてまでの１５議案及び日程第１６ 

陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択についての陳情１件を

一括して、議題といたします。 

 

                          

常任委員長の報告 

 

○議長（秋田重敏君）これらの案件につきましては各常任委員会に付託し、すで

に審議をお願いしてありますので、各常任委員長の報告を求めます。はじめに、

総務文教常任委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）総務文教常任委員長 ７番 平泉初男君。 

〔総務文教常任委員長 登壇〕 

 

○７番(平泉初男君) 総務文教常任委員会よりご報告いたします。 

今期定例会において総務文教常任委員会に付託されました案件審査のため、

９月１４日に委員会を開催いたしました。 

付託を受けました議案第６４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第

４号）のうち本委員会に関わる事項の１議案、次に議案第７３号 南越前町地区

集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正についてから議案第７５号 南

越前町重要伝統的建造物群保存地区における南越前町税条例の特例を定める条

例の制定についてまでの３議案、及び議案第８０号 財産の取得についての１

議案について、関係理事者の出席を求めて所管ごとに慎重に審査をいたしまし

た。 

採決の結果、議案につきましては、原案のとおり認めることに決定いたしまし

た。 
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次に、本委員会に付託の陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書採

択についての陳情は、採決の結果「趣旨採択」といたしました。 

以上が、本委員会に付託されました議案の審査結果であります。 

議員各位におかれましては、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして報告

を終わります。 

〔総務文教常任委員長 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、総務文教常任委員長の報告を終わります。 

これより、総務文教常任委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、産建厚生常任委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）産建厚生常任委員長 ５番 熊谷良彦君。 

〔産建厚生常任委員長 登壇〕 

 

○５番(熊谷良彦君)産建厚生常任委員会よりご報告いたします。 

今期定例会において産建厚生常任委員会に付託されました案件審査のため、

９月１５日に委員会を開催いたしました。 

付託を受けました議案第６４号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第

４号）のうち本委員会に関わる事項並びに議案第６５号 令和３年度南越前町

国民健康保険今庄診療所特別会計補正予算（第１号）から議案第７０号 令和３

年度南越前町下水道特別会計補正予算（第１号)までの補正予算に関する７議案、

次に、議案第７６号 公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更についてか

ら議案第７９号 工事請負変更契約の締結についてまでの４議案について、関

係理事者の出席を求めて所管ごとに慎重に審査をいたしました。 

採決の結果、各議案につきましては、いずれも原案のとおり認めることに決定

いたしました。 

以上が、本委員会に付託されました各議案などの審査結果であります。 

議員各位におかれましては、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして報告

を終わります。 

〔産建厚生常任委員長 降壇〕 
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○議長（秋田重敏君）これにて、産建厚生常任委員長の報告を終わります。 

 これより、産建厚生常任委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

                          

討  論 ・ 採  決 

  

○議長（秋田重敏君）これより日程第１ 議案第６４号 令和３年度南越前町一

般会計補正予算（第４号）から日程第７ 議案第７０号 令和３年度南越前町 

下水道特別会計補正予算（第１号）までの７議案を一括して討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより、採決を行います。議案第６４号から議案第７０号までの７議案は、

各常任委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、議案第６４号から議案第７０号

までの７議案は、各常任委員長の報告のとおり可決されました。 

次に、日程第８ 議案第７３号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関す

る条例の一部改正についてから日程第１０ 議案第７５号 南越前町重要伝統

的建造物群保存地区における南越前町税条例の特例を定める条例の制定につい

てまでの３議案を一括して討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより採決を行います。議案第７３号から議案第７５号までの３議案は、各

常任委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、議案第７３号から議案第７５号
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までの３議案は、各常任委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１１ 議案第７６号 公の施設の指定管理者の指定管理期間の

変更についてから日程第１５ 議案第８０号 財産の取得についてまでの５議

案を一括して討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより、採決を行います。議案第７６号から議案第８０号までの５議案は 

各常任委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、議案第７６号から議案第８０号

までの５議案は、各常任委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１６ 陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択に

ついてに対する討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより、採決を行います。陳情第４号に対する総務文教常任委員長の報告は、 

「趣旨採択」とするものであります。これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、陳情第４号は、総務文教常

任委員長の報告のとおり「趣旨採択」とすることに決しました。 

                          

特別委員会の設置 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第１７ 議案第７１号 令和２年度南越前町 

各会計歳入歳出決算認定について及び日程第１８ 議案第７２号 令和２年度 

南越前町水道事業会計決算認定についての２議案並びに日程第１９ 決算特別

委員会の設置についてを一括して議題といたします。 

お諮りいたします。議案第７１号及び議案第７２号については、「決算特別委

員会」を設置し、これに付託して閉会中の継続審査といたしたいと思います。 

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 
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○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、議案第７１号及び議案第７

２号については、「決算特別委員会」を設置し、これに付託して閉会中の継続審

査とすることに決しました。 

暫時休憩します。 

                           

休   憩 

〔休憩 午後 ３時１５分〕 

〔再開 午後 ３時１５分〕 

                            

再   開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。 

次に、ただいま設置されました「決算特別委員会」の委員の選任については、

委員会条例第７条第２項の規定により、議長において選任したいと思います。 

決算特別委員会の委員は、お手元に配付の名簿のとおり、議長及び議会選出監

査委員を除く１２名の議員といたします。 

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、「決算特別委員会」の委員

は、お手元に配付の名簿のとおり、議長及び議会選出監査委員を除く１２名の議

員を選任することに決定しました。 

暫時休憩します。 

                           

休   憩 

〔休憩 午後 ３時１６分〕 

〔再開 午後 ３時１６分〕 

                            

再   開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。 

ただいま設置されました「決算特別委員会」の委員長及び副委員長は、委員会

条例第８条第２項の規定により、決算特別委員会において選任されましたので
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報告いたします。 

委員長に８番 加藤伊平君、副委員長に４番 城野庄一君が選任されました。 

 

                           

閉   会 

 

○議長（秋田重敏君）以上で、本日の会議の日程は終了いたしました。閉会にあた

り、岩倉町長より発言を求められておりますので、これを許します。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

           〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）令和３年９月定例議会の終わりにあたりまして、一言お礼を

申し上げます。 

 初日の１０日に、この本会議場におきまして、私どもが提案させていただきまし

た補正予算をはじめとする、決算認定を除く１５議案、全て可決いただきまして、誠

にありがとうございました。 

さて、１９都道府県に発出された緊急事態宣言は今月末まで延長されまして、全

国における病床のひっ迫具合は未だ改善されていない現状であります。 

福井県では、県独自の緊急事態宣言から特別警報に切り替えられましたが、決し

て油断できない状況が続いております。これから日ごと気温が下がり、インフルエ

ンザ感染症の流行も懸念されております。 

町民の皆さまにおかれましては、引き続き感染予防の徹底を心がけていただきま

すようお願い申し上げます。 

また、秋は台風による暴風や大雨、冬には豪雪などによる自然災害の発生が懸念

されます。 

町では災害に備えた防災対策に加えまして、避難の際におけます感染対策にも併

せて取り組みまして、町民の皆さまの命と暮らしを守るため、全力で取り組む所存

であります。 

一方で、冬の観光シーズンを迎え、町内の観光業をはじめコロナ禍で活力が失わ

れつつある地域経済の再起を支援するために、改めて実効性のある施策を展開して

まいりたいと思います。 

最後に、１０月早々に召集される臨時国会で首班指名が行われまして、１１月に

は衆議院の議員総選挙が執行される予定であります。 
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世界的大流行となった新型コロナウイルスの感染前の日常を一日でも早く取り戻

し、再び名実ともに世界に誇れる豊かな日本を取り戻していただきたいと願ってお

ります。 

今後も議員各位のご理解ご協力をいただきながら、国や県をはじめ南越前町のま

ちづくりに関わる皆さまのご指導のもと、町民の皆さまに日々の暮らしを満足いた

だけるように、町政の推進に全力で取り組んでいくことをお誓い申し上げまして、

お礼の言葉とさせていただきます。ありがとうございました。  

〔町長（岩倉光弘君）降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）議員各位におかれましては、各案件につきまして、慎重審議

をいただき、それぞれ妥当なるご決議をいただきましたこと、また今期定例会の運

営に対しご協力いただき厚くお礼を申し上げます。 

また、岩倉町長をはじめ理事者各位におかれましては、会期中、一般質問をはじ

め、議員が述べましたことを町政に反映していただき、南越前町の更なる発展のた

めにご尽力いただきますようお願いを申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、９月１３日には、県独自の緊急事態

宣言から福井県感染拡大特別警報に切り替わりましたが、依然として猛威を振るっ

ております。 

各位におかれましては、引き続き、県民行動指針の遵守と感染防止対策などを十

分徹底され、議員活動にご精励いただきますようお願い申し上げまして、閉会のあ

いさつとさせていただきます。 

これをもちまして、令和３年９月南越前町議会定例会を閉会いたします。 

〔閉会  午後３時２４分〕 


